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研究成果の概要（和文）： 室町時代の和漢聯句作品を広く収集し、それらを研究分担者ほか研

究会参加者が分担して翻字し、『室町前期和漢聯句資料集』（2008年3月）、『室町後期和漢聯句資

料集』（2010年3月）の二冊の資料集を臨川書店より刊行した。また、その中の二つの和漢聯句百

韻を研究会において会読した上で、詳細な注釈を作成してそれを『良基・絶海・義満等一座和漢

聯句譯注』（臨川書店、2009年3月）および『看聞日記紙背和漢聯句譯注』（臨川書店、2011年2

月）として出版した。 
 
研究成果の概要（英文）： During the study period, first, we gathered the Wakanrengu works 
widely, and the members of the research project as well as some members of the research 
society took charge of the reprinting. As the result we published “Wakanrengu works 
collection: Early part of Muromachi Period” (Rinsen Books, Mar. 2008) and “Wakanrengu 
works collection: Latter part of Muromachi Period” (Rinsen Books, Mar. 2010). Second, 
we selected two representative Wakanhyakuin (100 sentences long pome) works to read and 
discuss at the monthly research meeting. Based on the discussion, we annotated those two 
works and published “Annotation for the Wakanrengu by Yoshimoto, Zekkai, Yoshimitsu 
etc.” (Rinsen Books, Mar. 2009) and “Annotation for Kanmon Nikki Diary Shihai 
Wakanrengu”(Rinsen Books, Feb. 2011). 
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１．研究開始当初の背景 
 和漢聯句は、室町時代から江戸時代初期に
かけて、天皇、公家、連歌師、禅僧、儒者、
医師などの当時の最高の知識人たちに楽し
まれた文芸であり、大きな文学史的意味をも

つものであるにもかかわらず、その研究は従
来ほとんど全くと言ってよいほどになされ
てこなかった。大小数々の国文学史・日本文
学史の記述にも、取り上げられることはなか
った。和漢聯句は文学史研究の大きな盲点、
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暗部となっていたと言ってよい。その理由は
二つあろう。一つは、連歌も同様であるが、
複数の人間が寄り集まって作る座の文芸は、
個性の表現を尊ぶ近代的文学観からは尊重
の対象とならなかったことである。連歌や和
漢聯句は、その表現の世界は連想のままに自
在に流れ、一つの作品としての個性はもちろ
ん、全体としての意味すらもたない。西洋的
な近代文学観からは完全に無視されて仕方
ないものであったとも言えよう。 
 二つは、その連歌にもまして和漢聯句が顧
みられなかった理由として、それが漢句を含
むことがあろう。近代の国文学は、江戸時代
以来の国学の影響を十分に脱することなく、
漢的な要素を軽視、あるいは無視する傾向す
らもち、ことに日本の漢文学には大きな関心
を示さなかった。その結果、連歌は辛うじて
その視野には入りえたものの、和漢聯句はま
ったくの盲点に置かれるという事情があっ
たと考えられるのである。 
 
 
２．研究の目的 
「和漢聯句の研究」は、和漢聯句という忘

れられた文芸を世に知らしめる研究となる
とともに、連歌と和漢聯句との比較研究への
道を開くものであり、ようやく活性化しはじ
めた連歌研究に新たなエネルギーを与える
ことになる。また、和漢聯句が卑俗、笑いを
その表現の中に豊富に含みうることが、後の
俳諧の成立につながるという見通しが立て
られ、その研究は、俳諧研究にとっても、新
たな視点を提供するものと期待される。 
和漢聯句の製作には和漢にわたる幅広い

教養を必要とするが、その一部は、韻書やそ
の他の辞書によって供給されていたことが
知られている。連衆がいかに中国の故事を知
り、韻字をあやまたずに駆使したかを研究す
ることは、辞書研究の成果を利用することが
必須である。そして、和漢聯句を詳細に読解
することは、逆に、韻書・辞書研究にとって
も資するところ大であろうと考えられる。 
あるいはさらに、和句と漢句が連ねられ、

和漢の表現の世界が対照され、融和されるさ
まを研究することによって、日本人が中国文
学からどのような表現を取り入れ、それをど
のように消化したかが明らかになることが
あろう。比較文学の立場における研究も、こ
の「和漢聯句の研究」から導かれることが期
待できる。 
社会的なことまで言うならば、和漢聯句の

楽しみは、公家と禅僧、連歌師、儒者たちの
上流社会の交際の潤滑油としての役割を果
たしていた。やや時代の下った一例をあげる
ならば、元禄時代の儒者伊藤仁斎は、時に公
家の邸に招かれて論語の講釈をしたり、ある
いは夜咄に興じたりしたことがその日記に

窺えるが、そのような機会にも和漢聯句が楽
しまれている。そうした例は、むろん室町時
代には枚挙にいとまがない。和漢聯句資料を
公刊し、それらの具体例を精査することは、
当時の上流社会の研究に寄与するところが
大きいと信じられる。 
 

３．研究の方法 
まず各地の図書館、文庫に散在している和

漢聯句作品をひろく収集した。そもそも和漢聯句

は、言い捨てのままにされて資料として残らなか

ったり、残っても断片的なものであったりしたの

で、研究するにもその資料を集めることに困難を

極めるという事情があった。ややまとまった資料

も、写本として残されているものであり、版本と

されることは稀であった。そのような資料を集成

し、公刊することが本研究の大きな目的であり、

研究計画もその実行にむけて立てて、今日残され

ている和漢聯句資料のなるべく多数を、四年間の

研究期間において収集し、翻刻し、公刊すること

を目標とした。 

また、和漢聯句の本格的な研究がなされてこな

かった理由の一つには、それが読解のたいへん難

しいものであることが挙げられるので、本研究に

おいては、国文学、国語学、中国文学・語学、中

国哲学史の各分野の専門家の衆知をあつめて、能

うかぎり多くの聯句作品を読解して、研究者およ

び一般の読書人に提供することを目指した。当研

究会では研究期間以前にすでに『京都大学蔵実隆

自筆和漢聯句譯注』『文明十四年三月二十六日和漢

聯句譯注』の二つの訳注を完成させていたので、

それに引き続き、少なくとも二三点の和漢百韻の

訳注を出版できるように、研究会での会読を継続

することとした。 

 
 

４．研究成果 
 室町時代の和漢聯句作品をひろく収集し、『室

町前期和漢聯句資料集』（2008 年 3 月）、『室町後

期和漢聯句資料集』（2010 年 3 月）の二冊の資料

集として臨川書店より公刊した。また、その中の

二つの和漢聯句百韻を研究会における議論を経て、

『良基・絶海・義満等一座和漢聯句譯注』（臨川書

店、2009年 3月）および『看聞日記紙背和漢聯句

譯注』（臨川書店、2011年 2月）として出版した。

これらの資料集、譯注は、今後の和漢聯句研究の

礎石となるにたるものであろう。また、連歌研究、

俳諧研究、また中世文学全体、さらには中世後期

の社会史の研究にも資するところが大であろう。 
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